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〔こめんとユ 
Herpes simplex Virus，Type 2 
Herpes simplex virusを原因とする疾患には Gingivostomatitisherpetica， 
Herpes labialis，Keratoconjunctivitis herpetica，Herpes genitalis，Her-
pessepsis der N eugeborenen，Meningoencephalitis herpetica，Eczema her-
peticatumなどがある。 ところが 1969年頃からこのウイルスを二つのタイプに
分け， Herpes genitalisと Herpessepsisder N eugeborenenを惹起するもの
を Type2とし，そのほかを Type1とするようになった。これについてはす
でに 1932年 Lipschutzがいわゆる Herpessimplexと Herpes genitalisは
生物学的に互に近いが，病図的にはことなった疾患であると主張したにもかかわ
らずあまり注目されなかった歴史的事実もある。 
Type 1と2の異同については次のようなことがいわれている。小水抱の病理
組織学的所見およびウイルスの電顕所見にはほとんど相違が見られない。撲尿膜
接種にて Type2は lの2倍ないしそれ以上大きな“ large opaqile lesions" 
と呼ばれるプラックを形成する。同様に組織培養でも両者に差異を認める。血清
学的には両者間に交叉反応を認めるが，おのおのは型特異抗原に対してより強く
反応するので判別可能とされている。 
1968年， Atlantaの CDCのグループがヒトの Herpesgenitalis と頚管癌
との関連性を提起し、注目をひいた。 Naib(1969)は Herpesgenitalisの婦人例 
245を検討し， 24%に頚管スメアで異形成を， 16例に癌を認めた。 Royston 
(1970)は異型ないし癌細胞中に Type2抗原を蛍光抗体法で証明している。こ
を感染さType2ハムスターなどを用いて実験的にウサギ，レ，jれらのほかサ 
せ，さらに腫湯発生について検討した報告がかなり見られる。現在までのところ 
Type 2ウイルスをヒト頚管癌の直接の病因と見なすには証拠が不十分とはいう
ものの両者の関連性の存在は強く推測できょう。 
Herpes simplex virus感染に対する治療には未だ確固たるものはないが，
興味あるものの一つに不活化ワクチンがある。これについてはフランスの Degos
ら (1964)，オーストリーの Soltz-Szots (1964)などの報告があり，最近では西
ドイツの Nasemann1) が発表している。彼によれば，不活化ワクチン療法によ
って真の治癒ではないが再発までの期間の延長，病巣の狭小化， 短期間で寛解
化，自覚症状の軽減などが得られるという。さらに型別にワクチンを作ることに
よって結果は一層良好となり，前記のような“ Besserung" を症例の 96%に見
たと報告している。筆者の知るかぎりではこのワクチンに関する本邦および米国
文献を挙げることはできないが，はなはだ興味深いことである。実用化にあたっ
ては多くのウイノレス学的，免疫学的検討が必要となろう。ちなみに西ドイツでは
不活化ワクチンを Hermal-Chemie社が LupidonH (Type 1)，Lupidon G 
(Type 2)として出している。
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